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　こんにちは。地域おこし協力隊の水野有加です。令
和７年４月に着任してから１年が経ちました。 
　私は現在、地元の木材を活用した「タイニーハウス

（10㎡未満の小さな建物）」の普及に取り組んでいます。 

　約 10㎡（６畳）の心地よい空間、モデルハウスが完成！ 
　今年３月、富士見町に、地元材をふんだんに使用し
たタイニーハウスのモデルハウスが完成しました。約
10㎡（６畳）のコンパクトな空間ですが、住居や別荘、
店舗、オフィス、趣味の部屋など、アイデア次第でさ
まざまな用途に活用できます。 
　今後は、空間をより有効に使える可動式ロフトや
ウッドデッキの整備も予定しています。 
　元空き家コーディネーターが維持管理もサポート 
　建物は使わないとすぐに傷んでしまいます。建てて
終わりではなく、長く愛用していただけるよう簡単な
メンテナンスが自分でできるようになる「基礎的な
DIY 講座」も開催します。　
　「見る」から「体験する」へ 
　タイニーハウスの魅力を知ってもらうため、今後は
モデルハウスをフル活用します。一方的な情報発信や
ただ見学するだけではなく、実際に滞在して活用のイ
メージを膨らませてもらえる「参加型の体験滞在」を
企画中です。森町の豊かな自然や食、文化を活かした
体験型観光やワークショップとタイアップし森町を満
喫できる仕掛けをたくさん用意していきます。
　タイニーハウスから広がる、森町の未来 
　タイニーハウスのモデルハウスを訪れてもらうこと
は、森町の素晴らしさを知ってもらう貴重な機会にな
ります。森町が何度も訪れたくなる「目的地」に、タ
イニーハウスが「第二の家」になるように、また、タ
イニーハウスの普及が多方面に良い波及効果をもたら
すよう、これからも一つひとつの活動を丁寧に進めて
まいります。
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森町の地元材で建てるタイニーハウス
水野有加　Yuka Mizuno
埼玉県出身　元空き家コーディネーターの経験
を活かし、「長く愛され続ける、居心地の良い
小さな空間《タイニーハウス》」を地元材で形
にする。
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ワークスペースな
ど幅広く利用でき
ます。

◀地元材を活用し
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水野隊員。
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